
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
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　（左のＱＲコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,314 

43,215 

42,099 

36,077

人 

人 

人 

世帯 

85人増 

19人増 

　　66人増 

29世帯増 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳と 
　外国人登録によるものです。 

人口と世帯数 
（平成23年12月1日現在） 

2011
平成23年 

第1084号 12.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

JＲ南武線　高架切り換え工事による運休 
小学校入学前の学校説明会 
人事行政の運営等の状況 
市職員の給与等の状況 
歳末消防特別警戒 
スタッフ募集「大河原邦男作品展」 
胃がん・乳がん・子宮がん検診 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎月1日・15日発行 

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
のののののののののののののののののののののののののの
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののののののののの
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

年
末
年
始
の
市
の
業
務

　

犯
罪
抑
止
を
目
指
し
『
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
』

を　

月　

日
の
年
末
市
内
一
斉
防

１２

２１

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流

す
こ
と
で
、
市
民
の
方
々
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
こ
と
を
音
で

お
知
ら
せ
し
、
安
心
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
防
犯
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

■問
 

総
務
課
総
務
係

　

年
の
瀬
に
か
け
、
様
々
な
犯
罪

が
多
発
す
る
こ
の
時
期
、
稲
城
市

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

▲青色回転灯防犯パトロール車

　

市
役
所
の
窓
口
業
務
は
、
年
末
が　

月　

日（
水
）ま
で
、
年
始
は
平
成　

年
１
月
４
日

１２

２８

２４

（
水
）か
ら
で
す
。
そ
の
他
、
市
の
関
連
施
設
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
年
末
は
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
・
資
源
物
の
量
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
最
終
収
集
・
回
収
日
に
集
中

し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
少
し
ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
表
２
参
照
）
。
休

日
急
病
診
療
所
・
休
日
薬
局
は
８
面
カ
レ
ン
ダ
ー
内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

年年
末末
年年
始始
のの
市市
のの
業業
務務

表1　市役所・各施設　　　　　　 は休みです。　　　 は平常どおりです。

5日
（木）

4日
（水）

3日
（火）

2日
（月）

1月1日
（日）

31日
（土）

30日
（金）

29日
（木）

28日
（水）問い合わせ施設名

婚姻・出生・死亡など戸籍の届け出は、
市役所の当直員がお預かりします。

1378－2111
（市役所）

市 役 所
（平尾・若葉台出張所）

1378－3421保 健 セ ン タ ー

1377－0931市 立 病 院

左記問い合わせの上段の電話番号はナビダイヤルです。
ＰＨＳ・ＩＰ電話などからは下段の電話番号へおかけください。

使用開始・中止など
10570－091－100
1042－548－5100
漏水など
10570－091－101
1042－548－5110

東 京 都 水 道 局
多摩お客さまセンター
（ 水 道 に 関 す る
問 い 合 わ せ ）

午後
5時15分
で閉館

年末の市民活動サポートセンター、男女平等推進センター、
キッズルーム、会議室の利用は、12月27日（火）まで、年
始は1月5日（木）からです〔申込受付は、年末は12月27日
（火）まで、年始は1月5日（木）からです〕。

午後
5時15分
で閉館

1378－2112地 域 振 興 プ ラ ザ

「あそびのひろば」も、この期間は休みです。1378－6366子ども家庭支援センター

年末は12月27日（火）までです。1378－3366福 祉 セ ン タ ー
（社会福祉協議会）

1370－7510消 費 者 ル ー ム
（ 消 費 者 相 談 室 ）

受付、霊安室業務は
平常どおり行います。

1042－797－7641
（午前8時30分～午後10時）
※1月1日（日）～3日（火）
は、使用料払い込みなど
の手続きはできません。

火 葬 業 務
南 多 摩
斎 場 通夜のみ

利用可
告別式の
み利用可式 場 業 務

※体育施設、文化センター、図書館などについては、生涯学習だより「ひろば」12月15日号（本号に折り込み）をご覧ください。 

表2　ごみ・資源物の収集、し尿くみ取り受付　　　■問環境課ごみ・リサイクル係

若葉台長峰向陽台押立平尾住宅
賃貸平尾坂浜百村大丸

東長沼
矢野口地区

3100番から3099番まで

29日（木）29日（木）30日（金）29日（木）30日（金）30日（金）29日（木）30日（金）29日（木）30日（金）29日（木）30日（金）最終日（12月）燃える
ごみ

ご
み

収
集
最
終
日
・
開
始
日

  5  日（木）  5  日（木）  6  日（金）  5  日（木）  6  日（金）  6  日（金）  5  日（木）  6  日（金）  5  日（木）  6  日（金）  5  日（木）  6  日（金）開始日（  1  月）

23日（金）16日（金）26日（月）27日（火）22日（木）22日（木）20日（火）19日（月）23日（金）19日（月）16日（金）15日（木）最終日（12月）燃えない
ごみ 13日（金）  6  日（金）16日（月）17日（火）12日（木）12日（木）10日（火）  9  日（月）13日（金）  9  日（月）  6  日（金）  5  日（木）開始日（  1  月）

30日（金）30日（金）30日（金）27日（火）28日（水）29日（木）26日（月）29日（木）28日（水）29日（木）27日（火）26日（月）最終日（12月）
びん

資
源
物

  6  日（金）  6  日（金）  6  日（金）10日（火）11日（水）  5  日（木）  9  日（月）  5  日（木）11日（水）  5  日（木）10日（火）  9  日（月）開始日（  1  月）

28日（水）26日（月）28日（水）30日（金）28日（水）26日（月）27日（火）26日（月）27日（火）26日（月）30日（金）29日（木）最終日（12月）缶・ペット
ボトル 11日（水）  9  日（月）11日（水）  6  日（金）11日（水）  9  日（月）10日（火）  9  日（月）10日（火）  9  日（月）  6  日（金）  5  日（木）開始日（  1  月）

28日（水）28日（水）21日（水）21日（水）21日（水）21日（水）28日（水）28日（水）28日（水）28日（水）21日（水）28日（水）最終日（12月）古紙・
古布 11日（水）11日（水）  4  日（水）  4  日（水）  4  日（水）  4  日（水）11日（水）11日（水）11日（水）11日（水）  4  日（水）11日（水）開始日（  1  月）

収集終了収集終了21日（水）収集終了21日（水）21日（水）28日（水）28日（水）28日（水）28日（水）収集終了収集終了最終日（12月）金属物・
有害物 11日（水）11日（水）18日（水）  4  日（水）18日（水）18日（水）25日（水）25日（水）25日（水）25日（水）  4  日（水）11日（水）開始日（  1  月）

年末は12月28日（水）午前11時まで、年始は1月4日（水）からです。し尿くみ取り受付

※粗大ごみの申し込みは、年末は12月28日（水）まで、年始は1月4日（水）からです。
※粗大ごみの収集は、12月22日（木）までに申し込まれた場合は、年内に行います。23日（金・祝）以降の申し込みについては、1月4日（水）以降の収集となります。
※詳細は、ごみ・リサイクルカレンダーをご覧ください。

議
会
で
は
、
多
摩
中
央
警
察
署
、

防
犯
協
会
、自
治
会
他
関
係
団
体
、

防
犯
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
市
内
５
カ
所
の
会

場
を
起
点
に
「
年
末
市
内
一
斉
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日（
水
）

１２

２１

※
雨
天
中
止

■場
 

■時
 

左
図
の
と
お
り

■主
 

稲
城
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会

■問
 

総
務
課
総
務
係

「
市
民
活
動
（
社
会
貢
献
活
動
）

ポ
イ
ン
ト
制
度
試
行
事
業
」
の
対

象
事
業
で
す
。

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

矢野口 
交番 

矢野口駅 

矢野口駅南口 
午後６時50分 

集合場所③

稲城駅
 

稲城駅
 

稲城駅南口 
午後６時30分 

集合場所②

平尾 
近隣公園 

平尾 
小学校 

平尾交番前 
午後６時 

集合場所①

南多摩駅 

南多摩駅北 
午後７時10分 

集合場所④

メメメメメメメメメメメ
ロロロロロロロロロロロ
デデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーーー
音音音音音音音音音音音
ででででででででででで

防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
パパパパパパパパパパパ
トトトトトトトトトトト
ロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルル

若葉台駅 

若葉台駅前交番横 
午後７時40分 

集合場所⑤

「
年
末
市
内
一
斉

「
年
末
市
内
一
斉

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

防
犯 
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す

を
実
施
し
ま
す

月月

日日（（
水水
））

１１２２

２２１１
午午
後後
６６
時時
〜〜



２３・１２・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

バス代行輸送 バス代行輸送 

運行本数減 運行本数減 運休区間 

川
　
崎
　
駅 

武
蔵
小
杉
駅 

武
蔵
溝
ノ
口
駅 

登
　
戸
　
駅 

中

野

島

駅 

稲

田

堤

駅 

矢

野

口

駅 

稲
城
長
沼
駅 

南

多

摩

駅 

府
中
本
町
駅 

分
倍
河
原
駅 

立
　
川
　
駅 

運行本数減 運行本数減 運休区間 

約20分～40分 
間隔で運転 

約
５
分

約
５
分 

約
５
分

約
５
分 

約
25
分 

約
10
分 

約
５
分 

約
５
分 

約
25
分 

約
10
分 

約35分間隔で運転 
（単線運転） 

運転間隔ほぼ通常 

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道

管
内
の
水
が
凍
り
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道

管
に
も
十
分
な
防
寒
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。　

▽
凍
結
・
破
裂
の
起
こ
り
や
す
い

場
所　

屋
外
に
配
管
さ
れ
、
①
管

が
露
出
し
て
い
る
場
所　

②
建
物

の
北
側
な
ど
日
の
当
た
ら
な
い
場

所　

③
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▽
防
寒
の
方
法　

下
図
の
よ
う
に
、

保
温
材（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
保
温
筒
、

毛
布
や
厚
手
の
布
な
ど
）
を
取
り

付
け
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
す
き

間
な
く
巻
き
ま
す
。
ま
た
、
蛇
口

は
特
に
凍
り
や
す
い
の
で
、
夜
間

は
布
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

建
物
の
解
体
や
改
築
時
に
、
給

水
管
の
漏
水
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
解
体
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

給
水
管
の
撤
去
や
改
造
な
ど
の
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
水
道
工
事
店
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
 

水
道
課
配
水
係　

1　

・
３
９

３７７

２
３

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

　

月
の
定
時
登
録

月
の
定
時
登
録

１2１2

　
　

月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

１２
る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、　

月
２
日
に
定
時
登

１２

録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市
全

体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

南
武
線
は
、
稲
城
長
沼
駅
東

JR
側
か
ら
南
多
摩
駅
西
側
間
で
高
架

下
り
線（
立
川
方
面
）へ
の
切
り
換

え
工
事
を
行
い
ま
す
。
一
部
の
区

間
を
運
休
し
、
バ
ス
に
よ
る
代
行

輸
送
を
行
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　

乗
り
換
え
の
際
、
所
定
の
電
車

へ
の
接
続
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
金
・
祝
）

１２

２３

■時
 

午
後
７
時
頃
〜
終
電
ま
で

※
当
日
は
、
終
夜
切
り
換
え
工
事

が
行
わ
れ
る
た
め
、
特
に
沿
線
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■場
 

矢
野
口
駅
〜
府
中
本
町
駅

※
折
り
返
し
運
転
区
間　

川
崎
駅

　

南
武
線

南
武
線

JRJR高
架
下
り
線
（
立
川
方
面

 
高
架
下
り
線
（
立
川
方
面
））

切
り
換
え
工
事
に
よ
る
運
休

切
り
換
え
工
事
に
よ
る
運
休

〜
登
戸
駅
間
（
ほ
ぼ
通
常
運
行
を

予
定
）、
登
戸
駅
〜
矢
野
口
駅
間
、

府
中
本
町
駅
〜
立
川
駅
間

※
登
戸
駅
〜
矢
野
口
駅
間
、
府
中

本
町
駅
〜
立
川
駅
間
は
、
運
行
本

数
が
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送

▽
区
間
・
所
要
時
間　

矢
野
口
駅

〜
分
倍
河
原
駅
・
約　

分
４５

※
道
路
事
情
や
乗
り
換
え
時
間
な

ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
運
行
間
隔
（
予
定
）

　

月　

日（
金
・
祝
）午
後
７
時
頃

１２

２３

〜
終
電
＝
約
２
〜
４
分
お
き

▽
停
車
駅
（
乗
・
降
車
場
）

矢
野
口
駅
（
図
２
参
照
）
、
稲
城

長
沼
駅
（
図
３
参
照
）
、
南
多
摩

　

年
末
年
始
の
道
路
混
雑
と
事
故

防
止
の
た
め
、
道
路
工
事
及
び
占

用
工
事
な
ど
は
緊
急
の
場
合
を
除

き
、
次
の
期
間
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■間
 
　

月　

日（
水
）〜
平
成　

年
１

１２

２８

２４

月
３
日（
火
）

▽
道
路
占
用
の
年
内
申
請
期
限　

　

月　

日（
金
）

１２

１６

※
申
請
は
、
平
成　

年
１
月
６
日

２４

（
金
）か
ら
再
開
し
ま
す
。

■問
 

管
理
課
管
理
係

年
末
年
始

年
末
年
始

道
路
工
事
の
抑
制

道
路
工
事
の
抑
制
にに

ご
協
力
を

ご
協
力
を

　

例
年
年
末
年
始
は
交
通
死
亡
事

故
が
増
加
し
ま
す
。
今
年
、
市
内

で
い
ず
れ
も
オ
ー
ト
バ
イ
乗
車
中

に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
２
件（
５

月
・　

月
）
が
発
生
し
、
２
人
の

１１

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

車
両
を
運
転
す
る
方
へ

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
に
は
ラ
イ
ト

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。
信
号
無
視
や
歩

行
者
妨
害
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

年年
末末
年年
始始
のの

交交
通通
事事
故故
防防
止止

交
通
死
亡
事
故

交
通
死
亡
事
故

抑
止
抑
止
対
策
推
進
中

対
策
推
進
中

交
通
死
亡
事
故

交
通
死
亡
事
故

連
続
減
少
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

連
続
減
少
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ア
ン
ダ
ー

ア
ン
ダ
ー　

を
目
標
に

を
目
標
に

200200

う
。

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

○
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
し
ま
し

ょ
う
。

自
転
車
に
乗
る
方
へ

○
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ
る

場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
を
使
用

し
な
が
ら
の
運
転
、
雨
の
日
の
傘

差
し
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
方
へ

○
信
号
を
確
認
し
、
左
右
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
明
る
い

服
装
と
反
射
材
な
ど
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

稲
城
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
発
災
以
後
、
被
災
地
へ
の

支
援
と
市
で
の
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
な
内
容

と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
１
日
に
は
福
島
県
相
馬

市
と
「
災
害
時
等
相
互
応
援
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
現
在

は
相
馬
市
に
対
し
て
支
援
を
す

る
状
況
で
す
が
、
仮
に
稲
城
市

が
被
災
し
た
場
合
に
は
相
馬
市

か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

７
月　

日
に
は
社
団
法
人
九

２５

段
と
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
の
協
定
」
を
拡
充
し
ま
し

た
。
従
来
か
ら
稲
城
第
四
中
学

校
隣
「 
尽  
性  
園 
」
の
グ
ラ
ウ
ン

じ
ん 
せ
い 
え
ん

ド
に
つ
い
て
緊
急
時
使
用
を
認

で
、
被
災
地
で
は
延
期
さ
れ
て

い
た
統
一
地
方
選
挙
の
手
伝
い

の
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
各
種
の
支
援
要

請
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
職

員
派
遣
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
内
で
の
防
災
対
策
と
し
て

は
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
助
成

事
業
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助

成
金
、
個
人
住
宅
改
修
（
リ
フ

ォ
ー
ム
・
耐
震
改
修
）
の
補
助

な
ど
に
つ
い
て
、
６
月
補
正
予

算
で
増
額
対
応
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
引
き
続
き

防
災
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
協
定
拡
充
に
よ
り
緊
急
時
の

避
難
施
設
と
し
て
お
お
む
ね　

人
１００

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

３
月　

日
以
降
、
被
災
地
に
対

１３

す
る
直
接
支
援
と
し
て
職
員
派
遣

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
、

市
単
独
ま
た
は
東
京
都
市
長
会
な

ど
か
ら
の
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、

救
援
・
救
護
、
避
難
所
の
手
伝
い

な
ど
を
目
的
と
す
る
短
期
的
な
派

遣
を
し
て
き
ま
し
た
。
８
月
末
ま

で
の
時
点
で
、
実
人
員
で　

人
、

７８

延
べ　

人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

１８９

そ
の
後
は
、
復
興
支
援
の
た
め
、

東
京
都
市
長
会
や
全
国
青
年
市
長

会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
中
長

期
の
職
員
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
福
島
県
福
島
市
に
１
人
７

カ
月
間
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に

１
人
２
カ
月
間
の
派
遣
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、　

月
に
９
日
間
、

１１

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
の
要
請

市
長
コ
ラ
ム

震
災
支
援
と
防
災 No.2

稲城市長
�橋　勝浩

駅
（
図
４
参
照
）、
府
中
本
町
駅
、

分
倍
河
原
駅

※
府
中
本
町
駅
、
分
倍
河
原
駅
の

バ
ス
乗
車
場
に
つ
い
て
は
、
各
駅

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽　

月　

日（
金
・
祝
）最
終
バ
ス

１２

２３

発
車
時
刻

○
矢
野
口
行　

最
終
バ
ス
（
分
倍

河
原
発
）
午
前
０
時　

分
頃

３０

○
分
倍
河
原
行　

最
終
バ
ス
（
矢

野
口
発
）
午
前
０
時　

分
頃

３０

○
稲
城
長
沼
行　

最
終
バ
ス
（
矢

野
口
発
）
午
前
１
時
頃

振
り
替
え
乗
車

　

運
休
時
間
帯
に
登
戸
駅
〜
立
川

駅
間
（
立
川
駅
〜
登
戸
駅
間
）
を

ご
利
用
の
方
は
、
他
の
交
通
機
関

へ
の
振
り
替
え
乗
車
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
南
武
線
の
乗
車
区
間
切

符
を
お
買
い
求
め
の
う
え
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗

車
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
。

▽
振
り
替
え
乗
車
で
き
る
交
通
機

関　

東
急
電
鉄
、
小
田
急
電
鉄
、

京
王
電
鉄
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル■問
 

運
休
に
関
す
る
こ
と
＝
南
武
線

高
架
化
工
事
専
用
「
電
話
案
内
窓

口
」
1　

・
２
０
１
６
・
１
６
２

０５０

５〔　

月　

日（
土
）〜　

日（
土
）〕

１２

１７

２４

※
詳
細
は　

南
武
線
市
内
各
駅
に

JR

あ
る
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に

JR

選挙人名簿登録者数 �������� 12月2日現在

計
（人）

女
（人）

男
（人）投票所名投票

区
5,2312,4282,803稲城第一小学校1
5,9692,8543,115福祉センター2
3,1741,5721,602第 四 保 育 園3
2,1551,0081,147稲城第二小学校4
4,6612,2552,406稲城第四小学校5
3,0961,4831,613稲城第四中学校6
2,8031,4231,380平 尾 小 学 校7
5,0482,4102,638大丸地区会館8
4,2592,2082,051ふれんど平尾9
4,2202,0532,167稲城第七小学校10
5,4442,7482,696向陽台小学校11
2,3791,2391,140平尾自治会館12
3,6181,8371,781城 山 小 学 校13
3,6101,8791,731長 峰 小 学 校14
4,2192,1542,065若葉台小学校15
3,6161,7491,867稲城第三中学校16
3,6401,8821,758稲城第六中学校17
67,14233,18233,960合　　　計

防寒の方法 

１．保温材を水
　　道管に取り
　　付ける。 

２．ビニールテ
　　ープなどを
　　下から上に
　　重ね合わせ
　　て巻き付け
　　る。 

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係
、
多
摩
中

央
警
察
署　

1　

・　

・
０
１
１

０４２

３７５

０

関
す
る
こ
と
＝
区
画
整
理
課
南
武

線
・
三
駅
整
備
係

図4　南多摩駅のバス乗・降車場

ＪＲ南武線 
南多摩駅 

川崎街道 

多
３
・
３
・
７
号
線 

いちょう並木
通り 

医王寺 医王寺 

矢野口方面 
乗・降車場 

分倍河原方面 
乗・降車場 

矢野口 
交番 

矢野口駅 
入口 

矢野口駅 
乗車場 

矢野口駅 
降車場 

川崎街道 
鶴
川
街
道
 

い
ち
ょ
う
 

並
木
通
り
 

ＪＲ 南武線 

ＪＲ 南武線 

矢野口駅 

稲城長沼駅 

川崎街道 

東長沼 

都民銀行 

ＪＲ南武線 

ＪＲ南武線 

スーパー スーパー 

第三小 梨売店 

分倍河原方面 
乗・降車場 

矢野口方面 
乗・降車場 

文 

図1　運休区間図

水水
道道
管管
にに
もも冬冬支支

度度
をを

図2　矢野口駅のバス乗・降車場 図3　稲城長沼駅のバス乗・降車場



２３・１２・１５（3）　代表電話は378－2111

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報　

▽　

月
後
半
の
作
業
日
・
会
場　
　

月　

日（
火
）・
市
役
所
来
庁
者
第
２
駐
車
場　

※
年
始
は
平
成　

年
１
月　

日（
火
）・
ふ
れ
ん
ど
平
尾
か
ら　

※
作
業
日
前
週
の
土
曜
日
か
ら
作
業
日
前
日
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い（
草
葉
・
野
菜
く
ず
持
込
不
可
、事
業
者
の
方
の
持
込
不
可
）。
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

せ
ん 
て
い

１２

１２

２０

２４

１０

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
冬
至
の

「
ゆ
ず
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。
広

々
と
し
た
銭
湯
で
ひ
び
や
あ
か
ぎ

れ
を
治
す
と
言
わ
れ
る
ゆ
ず
湯
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
の
方
と　
６５

歳
以
上
（
年
齢
の
分
か
る
も
の
が

必
要
で
す
）
の
方
の
入
浴
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 

■場
 
　

月　

日（
水
）・
稲
城
浴
場

１２

２１

「
ゆ
ず
湯
」を

「
ゆ
ず
湯
」を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
濃
度
を
把
握
す
る

た
め
に
、
毎
年
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
主
要
な
交

差
点
と
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、

交
通
量
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
実
施
し
た
結
果
は
、
表

１
・
２
・
３
の
と
お
り
で
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

大
気
調
査
と

大
気
調
査
と

交
通
量
調
査
の

交
通
量
調
査
の結

果
結
果

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
へ
入

２４

学
す
る
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、

学
校
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
説
明
会
の
詳
し
い

内
容
は
、
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■対
 

平
成　

年
４
月
２
日
〜　

年
４

１７

１８

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
へ
入

２４

学
す
る
児
童
（
平
成　

年
４
月
２

１７

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）と
、

１８

中
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒
（
平
成

　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

１１

１２

生
ま
れ
）
の
皆
さ
ん
に
、
就
学
・

入
学
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
通
知
書
が
１
月
中
に
届

か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
で
、
市
立

の
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
方
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

小小
・・
中中
学学
校校
のの

就就
学学
・・
入入
学学
通通
知知
書書

をを
送送
りり
まま
すす

小学校入学前の学校説明会日程

電話開始時間受付時間期日学校名

377－1661午後2時～午後1時45分～平成24年
2月10日（金）

稲城
第一小学校

331－5709午後2時30分～午後2時15分～2月20日（月）稲城
第二小学校

377－9077午後2時～午後1時50分～1月31日（火）稲城
第三小学校

377－4443午後2時～午後1時45分～2月6日（月）稲城
第四小学校

378－3521午後2時～午後1時40分～2月21日（火）稲城
第六小学校

377－0351午後2時30分～午後2時15分～2月16日（木）稲城
第七小学校

378－6101午後2時30分～午後2時～2月7日（火）向陽台小学校

379－0700午後2時30分～午後2時10分～1月31日（火）城山小学校

331－3111午後2時～午後1時45分～2月3日（金）長峰小学校

331－7900午後2時30分～午後2時～2月3日（金）若葉台小学校

331－4391午後2時～午後1時50分～2月6日（月）平尾小学校

※自動車での来校はご遠慮ください。
※開始時間までにお集まりください。
※当日、都合により来られない場合は、学校へご連絡ください。

月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
の
保
護

者▽
学
校
名
・
期
日
な
ど　

左
上
表

の
と
お
り

■問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

　

寒
く
な
る
に
つ
れ
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
搬
出
量
は
減
っ
て
お
り
ま

す
が
、
年
末
年
始
に
は
ま
た
搬
出

量
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
お
出
し
に
な
る
際

は
、
左
記
の
①
〜
④
の
手
順
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご

利
用
の
際
は
、
出
し
方
の
マ
ナ
ー

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

搬
出
マ
ナ
ー
に

 
搬
出
マ
ナ
ー
に

ご
協
力
を

 

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す　
!!!!

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）
・
出
産
（ 
分  
娩 
・
入

ぶ
ん 
べ
ん

院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増
改
築

な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
含
む
）
〕
資
金
の
調

達
を
予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融

機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

の
補
助
を
し
ま
す
。　
　

※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
限
度
額
（
返
済
期
間
）　

○
教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）

○
出
産
資
金
＝　

万
円
（
３
年
以

５０

内
）

○
住
宅
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

３００

内
）

▽
融
資
利
率
（
２
・
８
％
）

○
本
人
負
担
＝
０
・　

％
９８８

○
市
補
助
＝
１
・　

％
８１２

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
各
年
度
の
本
人
負
担
利
息

が
２
千
円
以
上
の
時
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
ま
で
、

２３

各
年
度
、
本
人
負
担
利
率
が
２
分

の
１
（
０
・　

％
↓
０
・　

％
）

９８８

４９４

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金

融
機
関
に
０
・　

％
の
本
人
負
担

９８８

利
率
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
各

年
度
末
に
、市
に
対
し
て
利
率
０
・

　

％
分
を
ご
請
求
い
た
だ
く
手
続

４９４き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

　

市
で
は
、
市
域
の
緑
に
関
す
る

総
合
的
な
指
針
と
し
て
、
「
緑
の

基
本
計
画
」を
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
緑
の
基
本
計
画
は
、
平
成　
１１

年
の
策
定
か
ら　

年
余
り
が
経
過

１０

し
、改
定
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
稲
城
市
自
然
環
境
保
全

審
議
会
及
び
緑
の
基
本
計
画
策
定

委
員
会
で
は
、
緑
の
基
本
計
画
の

改
定
に
向
け
て
審
議
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、　

月　

日
に
審
議
会

１０

１３

よ
り
提
案
さ
れ
た
「
緑
の
基
本
計

画
改
定
に
向
け
て
」
の
提
言
書
を

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

稲稲
城城
市市
緑緑
のの
基基
本本
計計
画画

（（
改改
定定
案案
））

踏
ま
え
、
「
稲
城
市
緑
の
基
本
計

画
（
改
定
案
）
」
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■間
 

縦
覧
期
間　
　

月　

日（
火
）〜

１２

２０

平
成　

年
１
月　

日（
木
）

２４

１９

■場
 

縦
覧
場
所　

市
役
所
３
階
緑
と

建
設
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
、

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
、総
合
体
育
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■申
 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
な
た
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
の
う

ち
、「
稲
城
市
緑
の
基
本
計
画（
改

定
案
）
へ
の
ご
意
見
」
、
フ
ァ
ク

ス
（
5　

・
４
７
８
１
）、
郵
送
、

３７７

持
参（
市
役
所
３
階
緑
と
建
設
課
）

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
の
際
に
は
、
件
名
に
「
稲

城
市
緑
の
基
本
計
画
（
改
定
案
）

の
へ
意
見
」
と
明
記
し
、ご
意
見
・

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ご
意
見
は
そ
の
ま
ま
公
表
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
文
に
は
、

個
人
（
本
人
を
含
む
）
や
第
三
者

が
特
定
さ
れ
る
内
容
は
記
載
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
・
電
話
な
ど
の
口
頭
で
の

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
ご
意
見
が
計
画
に
反

映
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■限
 

１
月　

日（
木
）必
着

１９

■先
 

■問
 

緑
と
建
設
課
緑
と
公
園
係

　

市
で
は
、
ご
み
の
組
成
分
析
結

果
で
燃
え
る
ご
み
の
約
４
割
を
占

め
る
生
ご
み
の
減
量
を
目
指
し
て
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
生
ご
み
処
理
容
器
の
種
類

①
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
、
お
庭
・
畑

が
あ
る
ご
家
庭
向
き
で
す
。
生
ご

み
が
肥
料
に
な
り
ま
す
。

②
く
う
た
く
ん
は
、
共
同
住
宅
向

き
で
す
。
生
ご
み
が
消
滅
し
て
い

き
ま
す
。

③
電
動
型
は
、
か
き
回
す
手
間
が

な
く
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
処
理
機

が
乾
燥
処
理
し
て
く
れ
ま
す
。
ど

な
た
で
も
簡
単
に
使
用
で
き
、
共

同
住
宅
な
ど
の
屋
内
使
用
に
お
勧

め
で
す
。

各ご家庭にあった各ご家庭にあった
「生ごみ処理容器」「生ごみ処理容器」
を購入して、を購入して、

ごみ減量にごみ減量にチャレンジチャレンジ
しませんか？しませんか？

助成金交付申請受付中

対象となる生ごみ処理容器
助成額対象品名

3,000円
（定価6,600円～）
※型により価格が
異なるので、詳
しくは問い合わ
せてください。

①
コンポ
スター
（堆肥化型）

3,000円
（定価6,000円）

②
くうたくん
（分解
　消滅型）

購入額の1／2
※上限10,000円
※価格はメーカー、
型により様々で
す。詳しくは販
売店に問い合わ
せてください。

③
電動生ごみ
処理機
（メーカー、
販売店は問
いません）

大きさ
50～
60cm四方

大きさ
30～
40cm四方

大きさは
様々

　

環
境
課
窓
口
で
は
、
生
ご
み
処

理
容
器
の
一
部
商
品
の
展
示
（
電

動
型
除
く
）
や
、
取
扱
方
法
の
説

明
も
し
ま
す
の
で
、
購
入
し
た
い

方
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■申
 

購
入
す
る
前
に
環
境
課
へ
生
ご

み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
購
入
申
請
書
は
環

境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

表1　ダイオキシン類調査結果
測定期間：8月10日（水）午前9時～

17日（水）午前9時

毒性等量
（pg－TEQ／m3）

調査項目
調査地点

0.020市役所
0.6以下環境基準

表3　幹線道路・交差点での交通量
測定期間：
交差点　　8月16日（火）午前7時～午後7時
幹線道路　8月16日（火）午前7時

～17日（水）午前7時

交通量（台）調査地点
31,125矢野口交差点

交
差
点

18,687大丸交差点
10,902坂浜交差点
15,646稲城大橋入口交差点
12,168稲城五中入口交差点
11,770若葉台公園西交差点
13,407若葉台入口交差点
19,490東長沼陸橋西幹線

道路 24,215大丸公園

表2　大気汚染物質調査結果
測定期間：8月15日（月）午前9時～17日（水）午前9時

一酸化炭素
CO

浮遊粒子状物質
SPM

二酸化窒素
NO2

調査
項目

調査
地点

8時間値平均
の最高値
（ppm）

平均値
（ppm）

1時間値の
最高値

（mg／m3）

平均値
（mg／m3）

平均値
（ppm）

0.50.20.0450.0270.007市役所
0.40.20.0440.0230.009大丸公園

20以下10
以下

0.20
以下

0.10
以下0.06以下環境基準

（
大
丸
）
、　

日（
木
）・
玉
城
湯

２２

（
矢
野
口
）

■問
 

稲
城
浴
場　

1　

・
７
２
２
２
、

３７７

玉
城
湯　

1　

・
６
１
５
４
、
市

３７７

役
所
経
済
課
商
工
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
・
出
産
・

教
育
・
出
産
・

住
宅
資
金
の

 
住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
あ
っ
せ
ん

小
学
校
入
学
前
の

小
学
校
入
学
前
の

学
校
説
明
会

学
校
説
明
会

①
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
・

ラ
ベ
ル
を

剥
が
す
。

②
中
身
を

空
に
し
て

水
洗
い
を

す
る
。

③
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を

つ
ぶ
す
。

④
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の

カ
ゴ
に
は
、

袋
な
ど
か

ら
出
し
て

直
接
入
れ

る
。

を
守
り
、
近
隣
地
域
の
清
潔
維
持

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
板
に
も
標
記

し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

※キャップは、回収している場所へお持ちいただくか、燃えるごみへ。

④ ③ ② ①



２３・１２・１５ 代表電話は378－2111　（4）（5）　代表電話は378－2111

　市では、都市基盤や環境の整備をはじめ、福祉、医療、教育、消防など、市
民生活に密接に関わる仕事を行うために、一般職員804人（平成23年4月1日
現在、教育長を含む）が勤務しています。
　施設別では、市庁舎に305人、市立病院に286人、保育園に61人、消防署
に78人、文化センター・図書館に26人、その他保健センターや水道課などの
施設に48人の職員を配置しています。

　市職員の給与は、市議会の議決によって定められる給与条例や、これ
に基づく規則などによって支給されています。その内容について市民の
皆さんのご理解をいただくため、お知らせします。

■問人事課人事給与係

　地方公務員の給与は、地方公務員法により、生計費、国や他の地方公共団体
の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとされています。
　市ではこの給与決定の原則に従い、職員の給与は国や都が行う民間企業給与
実態調査に基づく勧告や、その実施状況などを参考にし、更に同一生活圏であ
る多摩各市の動向を考慮して、市議会の審議を経て条例で定めています。
　また、市長・副市長・教育長の給料、市議会議員の報酬は、学識経験者など
で構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の審議を
経て条例で定めています。

　都内の民間企業の賃金水準は、厚生労働省の平成22年賃金構造基本統計調
査によれば、全国を100とした場合に122.2となっており、都道府県で最も高
い水準となっています〔平均給与（超過勤務手当等を除く）による比較〕。
　一方、前述のように定められた市の職員の給与水準は、一般行政職の場合、
平成22年4月1日現在で、国の職員の給与水準を100とした場合に102.7となっ
ています（諸手当を含まない平均給料による比較）。これは東京都の多摩26市
の中で上から9番目となっています（最大103.2～最小98.7。東京都は103.1）。

　平成18年3月発表の第三次行政改革大綱及び実施計画で、市政運営の合理化
の一環として、平成18年度～22年度の5カ年で22人の定数を削減することと
し、目標を上回る38人の定数の削減を達成しました。
　平成23年3月発表の第四次行政改革大綱及び実施計画では、平成23年度～
26年度の4カ年で消防職員を除く普通会計の職員1人当たりの受け持ち人口を
206人から210人に改善するよう、職員数の適正化を図ります（表9）。

　人件費の歳出額全体に占める割合を人件費比率と言いますが、人件費比率が
高いと財政の健全性が失われ事業費を圧迫することになります。
　市では、人件費比率の抑制を図るため、前述のような給与水準や職員定数の
適正化に努めてきました。この結果、平成22年度の普通会計決算では15.9％
となっており、給与の公表を始めた昭和55年度（23.2％）と比べると7.3ポイ
ント減となっています（表1）。

職員の配置職員の配置

給与決定の仕組み給与決定の仕組み

職員定数適正化の取り組み状況職員定数適正化の取り組み状況

人件費比率人件費比率

給与水準給与水準市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員ののののののののののの給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与等等等等等等等等等等等ののののののののののの状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況

表1　人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

人件費比率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）歳出額（Ａ）区分
15.9％4,789,332千円30,080,806千円平成22年度

17.3％4,950,899千円28,608,306千円平成21年度

※市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業会計に分かれています。普通会計とは、稲城
市では一般会計に土地区画整理事業特別会計を加えたものを言います。
なお人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

表2　職員の初任給（給料）の状況（平成23年4月1日）

国稲城市・東京都
区分

初任給初任給

Ⅰ種　181,200円
Ⅱ種　172,200円181,200円Ⅰ類（大学卒）

一般行政職
140,100円142,700円Ⅲ類（高校卒）

※この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

表3　退職手当の状況

国東京都稲城市
区分

定年等退職普通退職定年等退職普通退職定年等退職普通退職

30.55月分23.50月分33.50月分24.25月分33.50月分24.25月分勤続20年
支
給
率

41.34月分33.50月分43.50月分32.50月分43.50月分32.50月分勤続25年

59.28月分47.50月分59.20月分49.75月分59.20月分49.75月分勤続35年

59.28月分59.28月分59.20月分50.00月分59.20月分59.20月分最高限度

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
消防職員加算加算措置

※普通退職とは、自己都合などによる退職を言います。定年等退職とは、定年・勧奨・死亡
等による退職を言います。
※消防職員に対する加算とは、消防司令補以下の職員に対する加算措置のことであり、その
加算額は、給料月額に在職年数に応じた一定の増加率を乗じて得た額です。
※普通会計における平成22年度に退職した職員1人当たりの平均支給額は、普通退職で1,349
万円（平均勤続年数24年3カ月）、定年等退職で2,434万円（平均勤続年数38年7月）です。

表4　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成23年4月1日）

技能労務職一般行政職
区分

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額

50歳3月414,155円334,128円40歳5月428,328円318,936円稲城市

47歳1月415,615円304,130円42歳5月467,372円331,172円東京都

※平均給与月額とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。期末・勤勉手当（いわゆる
ボーナス）は含まれていません。

表6　昇給への勤務成績の反映状況（一般行政職員）

平成23年度区分
313人職員数（Ａ）

189人勤務成績の区分が「上位」または「最上位」に決定された職員数（Ｂ）

60.38％比率（Ｂ／Ａ）

※勤務成績の区分が「上位」または「最上位」の職員は、「標準」の職員と比べて基本的に
1～2号拡大された昇給幅が付与されます。

表7　特別職の給料・報酬、期末手当の状況（平成23年4月1日）
期末手当給料・報酬の月額区分

  6  月期　2.0月
12月期　2.3月
　  計　　4.3月

854,000円市　長
給料

740,000円副市長

  6  月期　2.0月
12月期　2.5月
　  計　　4.5月

498,000円議　長

報酬
454,000円副議長
432,000円常任委員長など
424,000円議　員

※特別職の報酬などの額は、学識経験者などで構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の
答申に基づき条例で定められています。

表8　職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日）

平成23年の職員数の主な増減理由
対前年
増減数職員数

区分
平成23年平成23年平成22年
0人7人7人議 会

一般行政
部門

業務の統廃合縮小：第四次長期総合計画策定終了など（△5）
係統合・業務量増に伴う人員配置（6）1人89人88人総務・企画

0人30人30人税 務
0人121人121人民 生

環境政策係の新設･健康課予防接種等業務増（3）3人26人23人衛 生
0人0人0人労 働
0人5人5人農林水産
0人3人3人商 工

組織統廃合による増員・業務増（3）3人52人49人土 木
7人333人326人小 計

退職に伴う不補充（△1）△1人67人68人教 育
特別行政
部門

防災係集中化・人口増及び大量退職に備える
ための新規採用（2）2人78人76人消 防

1人145人144人小 計
診療体制充実のための人員増（4）
地域医療連携担当設置（3）7人286人279人病 院

公営企業
会計部門

0人10人10人下 水 道
水道事業の東京都移管に伴う減（△4）△4人30人34人そ の 他

3人326人323人小 計
11人804人793人総合計

（平成23年度地方公共団体定員管理調査個別団体表抜粋）
※職員数は一般職に属する職員数であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者を含
み、臨時または非常勤職員を除きます。

表9　職員定数適正化目標（消防職員を除く普通会計職員数）
平成26年（目標値）平成22年（基準）

86,313人83,903人人口（外国人除く）
411人407人職員数
210人206人職員一人当たりの人口

表10　職員給与費の状況（平成23年度普通会計予算）

1人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

給与費職員数
（Ａ）区分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料
6,991千円3,341,857千円751,739千円708,092千円1,882,026千円478人平成23年度

※給与費は、人件費から退職手当、議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費など
を除いたものです。なお、この表には公営企業会計及び特別会計の職員給与費は含まれてい
ません。消防職員は含みます。
※職員手当のうち主なものは、扶養手当55,761千円、地域手当297,910千円、時間外勤
務手当140,563千円などです。　

表11　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（一般行政職）（平成23年4月1日）
経験年数20年経験年数15年経験年数10年区分
361,829円－－－287,260円大学卒

一般
行政職 351,400円300,075円－－－短大卒

327,033円－－－－－－高校卒

※給料月額には諸手当は含まれていません。　※「－」は該当する職員が0人または1人の場合です。

表5　一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日）

計
1級2級3級4級5級6級7級区分

主事主任・
主事係長課長

補佐課長統括
課長部長標準的な

職務内容

333人124人72人70人19人28人9人11人職員数

100.0％37.3％21.6％21.0％5.7％8.4％2.7％3.3％構成比

100.0％34.6％23.4％21.6％5.6％8.0％3.4％3.4％1年前の
構成比参

考
100.0％25.9％28.6％21.9％9.3％6.7％4.7％2.9％5年前の

構成比

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によります。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　「稲城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職
員の任免の状況や、各種休暇などの勤務条件を市民の皆さんに広く知って
いただくため、お知らせします。 ��������� ■問人事課人事給与係

人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政ののののののののののの運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営等等等等等等等等等等等ののののののののののの状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況

1．職員の任免及び職員数に関する状況
※教育長を含む804人職員職員数（平成23年4月1日現在）

4．職員の服務の状況
（平成22年度）

兼業許可職務免除区分
9件71件件数

9．東京都市町村公平委員会からの業務状況報告（平成22年度）
件数項目
0件勤務条件に関する措置の要求の状況
0件不利益処分に関する不服申立ての状況

6．職員の勤務成績の評定
の状況

　【人事考課制度】
　市では、「稲城市職員人
事考課規程」に基づき、人
事考課を実施しています。
評価は、毎年1月1日を基準
日として実施し、その結果
を人事管理に有効活用して
います。

7．職員の昇任試験等の実施状況（平成22年度）
合格者数受験者数実施日区分
3人4人

平成22年
9月26日

管理職昇任試験（Ａ）

行政職（1）
2人2人管理職昇任試験（Ｂ）
11人20人主任職昇任選考（Ａ）
2人4人主任職昇任選考（Ｂ）
1人1人管理職昇任選考　　　

行政職（2）
1人4人主任職昇任選考（Ｂ）
4人6人主任職昇任選考　　　医療職（2）
3人3人管理職昇任選考　　　

医療職（3） 4人5人主任職昇任選考（Ａ）
1人1人主任職昇任選考（Ｂ）
2人2人管理職昇任試験（Ａ）

消防職
2人2人主任職昇任選考（Ａ）
1人1人行政職（2）任用替え試験
37人55人合計

職員表彰状況
被表彰者数内訳

11人
永年勤続

優良職員表彰
（25年）

※17人
1団体職員業績表彰

※東日本大震災の救援活動
による表彰を含む（14人）

5．職員の研修の状況（平成22年度）
備考受講者数研修の種類

一般研修・特別研修（33講座）795人庁内研修
職層別研修、政策・法務、能
力開発、情報処理、実務研修、
特別研修（89講座）

355人東京都市町村
職員研修所派遣

（51講座）51人その他の派遣研修
13人自主研修

採用者（平成23年4月1日付）

計再任用
派遣等

看護師
助産師
保健師

医療
技師職医師消防職建築

技術職
土木
技術職

一般
事務職区分

71人17人20人5人4人6人1人3人15人採用者数

退職者（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

計
看護師
助産師
保健師

医療
技師職医師消防職建築

技術職
土木
技術職

技能
労務職

一般
事務職区分

57人25人3人4人5人0人1人2人17人退職者数

3．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成22年度）
計休職免職降任区分分

限 2件2件――件数

計免職停職減給戒告区分懲
戒 0件――――件数

8．職員の福祉及び利益の保護の状況（平成22年度）
職員健康診断実施状況

受診者数内容受診者数内容
19人ＶＤＴ健診610人一般健診
74人大腸がん検診55人胃検診

11人腰痛検診

公務災害発生状況心理カウンセリング（委託）健康相談の実施状況
件数件数件数
7件6件0件

2．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間・休憩時間・休息時間の状況

休憩時間・休息時間
勤務時間

終業時刻始業時刻勤務時間
正午から60分間の休憩時間午後5時15分午前8時30分週38時間45分

特別休暇の概要
付与日数・期間など種類

必要と認められる時間公民権行使休暇
産前産後を通じて16週間（多胎妊娠の場合にあっては、24週間）以内産前産後休暇
1回の妊娠について1回に限り、日を単位として10日以内妊娠初期休暇
必要と認められる時間、妊娠中10回の範囲内母子保健健診休暇
勤務時間の始めまたは終わりにそれぞれ30分または一方に60分妊婦通勤時間
1日2回それぞれ45分間育児時間
出産の直前または出産の日の翌日から起算して2週間の範囲内で、日を単位として2日以内出産支援休暇
日を単位として5日以内育児参加休暇
5日以内（子が複数の場合は10日。1時間を単位としても可能）子の看護休暇
勤務が著しく困難な場合の休養として与える休暇生理休暇
職員の結婚：7日、職員の親族の死亡：10日以内他慶弔休暇
日を単位として、災害により現住居が滅失または損壊した日から起算して7日を超えない範囲内災害休暇
必要と認められる最小範囲内（日・時間を単位）事故休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内伝染病予防休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内出頭休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内ドナー休暇
5日以内夏季休暇
5日以内ボランティア休暇
5日以内（要介護者が複数の場合は10日。1時間を単位としても可能）短期の介護休暇

図　給与の概要（平成23年4月1日現在）

一
定
時
期
に
支
給
さ
れ
る
も
の

原
則
と
し
て
毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

退職
手当

退職時に支給される一時金（5面表3参照）

期末・
勤勉
手当

国東京都稲城市
区
分

勤勉期末勤勉期末勤勉期末

0.675月
（0.325月）

1.225月
（0.65月）

0.675月
（0.325月）

1.225月
（0.65月）

0.70月
（0.325月）

1.20月
（0.65月）

6
月
期

0.675月
（0.325月）

1.375月
（0.8月）

0.675月
（0.325月）

1.375月
（0.80月）

0.70月
（0.325月）

1.35月
（0.80月）

　

月
期

12

3.95月
（2.10月）

3.95月
（2.10月）

3.95月
（2.10月）

合
計

有有有

職
務
段
階
別

加
算

※（　）内は、再任用職員に係る支給月数

例
年
支
給
さ
れ
る
も
の

退
職
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

その他 管理職手当など

通勤
手当

国東京都稲城市区分

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

原則6カ月
定期券額を支給

交通機関利用者
（電車、バスなど）

片道2km以上
で通勤距離に
応じて

1カ月ごとに
支給

通勤距離に
応じて

原則6カ月分を
一括支給

片道2km以上
で通勤距離に
応じて

1カ月ごとに
支給

交通用具使用者
（車、自転車など）

住居
手当

国東京都稲城市区分

賃貸住宅に
居住する場合
支給限度額
27,000円

8,500円

扶養親族の
ある場合
9,000円

扶養親族の
ない場合
8,500円

世帯主等

扶養
手当

国東京都稲城市区分

13,000円13,500円13,500円配偶者

各6,500円各6,000円各6,000円その他の
扶養親族

各5,000円各4,000円各4,000円
16歳～22歳
の子がいる
場合の加算

民間における賃金や物価などに関する事情を考慮して支給される手当
給料、扶養手当、管理職手当の合計額の15％
（平成22年度普通会計決算において、職員1人当たり平均支給月額 
48,956円）
（国、東京都は地域区分により18％～0％）

地域
手当

仕事の内容や責任に応じて給料表、級などによって区分されており、
民間でいう基本給に相当するもの

給料

その他 夜間勤務手当など

時間外
勤務
手当

正規の勤務時間を超えて勤務した時に支給される手当（平成22年度
普通会計決算で、職員1人当たり平均支給月額20,415円）

特殊
勤務
手当

著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著しく特殊な勤務
に従事したときに支給される手当（平成22年度普通会計決算で、
18種類、受給職員割合15.94％、受給者1人当たりの平均受給月
額4,504円。市立病院職員分を除く）

救急手当、機関手当、出場手当、火災調査手当、
深夜特殊業務手当、救出救助専従手当、
社会福祉主事手当

主な手当の
名称
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納
期
限

月

日（
月
）

市
・
都
民
税（
第
４
期
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
第
３
期
）、
国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

安
心
！
納
税
！
口
座
振
替

■問
 

納
税
課

１２

２６

!!

　

多
く
の
国
の
人
と
触
れ
合
い
た

い
、交
流
を
持
ち
た
い
と
い
う
方
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
発
表
会
に
参
加
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
こ
か

ら
新
し
い
世
界
が
広
が
る
は
ず
で

す
。

■日
 

平
成　

年
２
月　

日（
日
）

２４

１２

スピーチ発表者募集

第第１１55回回
国際理解　国際理解

プログラムプログラム
コミュニケートしようコミュニケートしよう

私たち地球家族私たち地球家族
～We are one～～We are one～

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
地
域
の
人

が
出
会
え
る
場
と
し
て
金
曜
サ
ロ

ン
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
金
曜
日
に
は
金
曜
サ

作品氏名各賞
あいさつで

　 笑  顔  広 がる
え がお ひろ

　 ｉ のまち
あい

鈴木　友梨さん
（稲城第一中学校）市長賞

 学 ぼうよ
まな

　 平  和 を 作 る　 明  日 のため
へい わ つく あ す

毛利　真菜さん
（稲城第六中学校）教育長賞

 話 し 合 い
はな あ

　 平  和 のための　
へい わ

 合 
あ

い 言  葉 
こと ば

西澤　和希さん
（稲城第一中学校）

市民憲章
推進協議会
特別賞

 平  和 とは
へい わ

　 人 と
ひと

 人 
ひと

との　 支 えあい
ささ

松田　季美伽さん
（稲城第三中学校）

 平  和 
へい わ

とは　 笑 みがピースの　
え

パズルです
丸山　光さん

（稲城第五中学校）

 東  北 の　 幸福 が 全 て　 戻 る 時 
とう ほく えがお すべ もど とき山下　莉央子さん

（稲城第一中学校）

優秀賞

 守 りたい
まも

　この 毎  日 が　 続 くよう
まい にち つづ

石川　世理さん
（稲城第一中学校）

つらい 時 
とき

　 市  民 の 声 かけ　
し みん こえ

 平  和 
へい わ

の 輪 
わ

宮原　直央さん
（稲城第三中学校）

 笑  顔 ある
え がお

　 明 るい 学  校 　
あか がっ こう

 作 ろうよ
つく

石坂　海さん
（稲城第四中学校）

ただいまと
　 言 えば 迎 える　

い むか

 声 がある
こえ

長谷川　侑美さん
（稲城第四中学校）

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

２３

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

間
取
り
、
使
用
材
料
、
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
、
事

前
に
文
書
で
ご
連
絡
し
、
日
時
を

約
束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
の
軽
減
（
減
額
）

▽
新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を

含
む
）

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。　

▽
住
宅
の
改
修
工
事

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

固固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税税

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
平
成　
１９

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
を
対
象
）

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
で
き
ま

す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

　

平
成　

年
中
に
取
り
壊
し
た
家

２３

屋
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か

２４

ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を

課
税
し
ま
せ
ん
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
届
け
出
を
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
、
新

築
・
増
築
し
た
時
は
、
登
記
所
へ

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

家
屋
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た
方

　

平
成　

年
中
に
家
屋
の
全
部
ま

２３

た
は
一
部
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た

方
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固
定
資

２４

産
税
・
都
市
計
画
税
額
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
６
中
学
校
か
ら　

編
の

５９３

作
文
が
寄
せ
ら
れ
、稲
城
市
長
賞
・

南
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞
を
は
じ
め　

作
品
が
そ
れ
ぞ

１０

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
、
稲
城
第
一
中
学
校

の
石
井
香
菜
子
さ
ん
、
市
川
真
由

美
さ
ん
、
稲
城
第
二
中
学
校
の
佐

藤
里
佳
さ
ん
、
稲
城
第
三
中
学
校

の 
蓑  
輪 
優
太
さ
ん
、
小
澤
大
樹
さ

み
の 
わ

ん
、
稲
城
第
四
中
学
校
の
岩
田
菜

楠
さ
ん
、
稲
城
第
五
中
学
校
の
福

原
佳
奈
さ
ん
、
井
手
美
友
さ
ん
、

稲
城
第
六
中
学
校
の
田
平
菜
々
さ

ん
、
手
代
木
春
菜
さ
ん
で
す
。

■問
 

日
野
税
務
署
総
務
課　

1　

・
０４２

　

・
５
６
６
１
、
南
多
摩
納
税
貯

５８５蓄
組
合
連
合
会
、
市
役
所
納
税
課

税
管
理
係

「
税
の
作
文
」

「
税
の
作
文
」

優
秀
作
品
を
表
彰

優
秀
作
品
を
表
彰

算
定
基
準
額
（
右
表
参
照
）
を
超

え
る
場
合
に
、
差
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

平
成　

年
７
月　

日
時
点
で
稲

２３

３１

城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
う
ち
、
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
世
帯
の
方
に
は
、

平
成　

年　

月
下
旬
に
通
知
と
申

２３

１１

請
書
を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負

担
額
に
つ
い
て
は
、
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

高
額
医
療
・

高
額
医
療
・

高
額
介
護

 
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

合
算
療
養
費
制
度

申
請
書
を

申
請
書
を
発
送
し
ま
し
た

発
送
し
ま
し
た

　

高
次
脳
機
能
障
害
の
当
事
者
と

ご
家
族
が
日
頃
の
悩
み
な
ど
を
話

し
、
明
日
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
る

よ
う
な
場
に
な
れ
ば
と
願
い
、
集

い
の
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
で
高
次
脳
機
能
障
害

の
あ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２４

１４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

（
予
定
）

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■内
 

①
ご
家
族
交
流
会
＝
高
次
脳
機

能
障
が
い
者
活
動
セ
ン
タ
ー
「
調

布
ド
リ
ー
ム
」
（
調
布
市
）
の
施

設
長
吉
岡
氏
を
お
招
き
し
て
お
話

を
伺
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
４
回

第
４
回　

い
な
ぎ

い
な
ぎ

高
次
脳
機
能
障
害
者
と

高
次
脳
機
能
障
害
者
と

家
族
の
集
い

家
族
の
集
い

　

現
在
、
手
当
を
受
給
中
の
方
で

施
設
に
入
所
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
受
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
方
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合

は
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

平成22年8月1日から平成23年7月31日の算定基準額
医療費と介護サービス費の自己負担額の合算

所得区分
69歳以下の人（※）70歳以上の人

126万円67万円上位所得者
   67万円56万円一般

   34万円
31万円Ⅱ低所得

（住民税非課税等） 19万円Ⅰ

※69歳以下の人は、同じ月に一つの医療機関（入院と通院は別計算）につ
き、21,000円を超えたものが対象となります。
※低所得Ⅰで介護保険の受給者が複数いる世帯の場合は、算定基準額の適
用方法が異なります。

■時
 

午
後
０
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
程
度

１５
■内
 

①
外
国
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ（
テ

ー
マ
は
自
由
）　

②
外
国
籍
の
方

の
日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
（
テ

ー
マ
は
自
由
）　

③
日
本
語
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
（
テ
ー
マ
は
「
異
文

化
体
験
」
「
国
際
理
解
」
な
ど
）

※
宗
教
・
営
利
に
関
わ
る
内
容
の

ス
ピ
ー
チ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
の
後
に
交
流

会
が
あ
り
ま
す
。

▽
発
表
時
間　

５
分
以
内

■申
 

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
行
っ
て
お
り
、

１
月
は
そ
の
特
別
編
と
し
て
「
新

年
の
集
い
」
と
題
し
、
軽
食
・
飲

み
物
を
用
意
し
て
新
年
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
団
体
相

互
の
交
流
の
場
と
し
て
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新

た
な
出
会
い
や
発
見
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２４

１３

■時
 

午
後
６
時
〜
８
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

５０
■費
 

２
千
円

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

１
月
６
日（
金
）

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ
（
協
働
推
進
課
）　

1　

・
３７８

２
１
１
２

■限
 

１
月　

日（
日
）

１５

■先
 

稲
城
国
際
交
流
の
会
事
務
局（
金

子
）　

5　

・
１
５
０
６
、
� kz

３７８

kanek@
m
x６
.nisiq.net

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
は
平
成　

年
１
月　

日（
火
）

２４

３１

ま
で

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

２４

内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。
前
年

と
申
告
内
容
が
変
わ
ら
な
い
方
、

商
号
変
更
・
廃
業
な
ど
を
し
た
方

も
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は

　

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
の

資
産
で
、
所
得
税
・
法
人
税
の
申

告
で
減
価
償
却
費
と
し
て
損
金
や

必
要
経
費
に
算
入
し
て
い
る
構
築

物
、
機
械
・
設
備
、
器
具
・
備
品

な
ど
で
す
。

償
却
資
産
と
な
る
例

○
飲
食
店
＝
ク
ー
ラ
ー
、 
厨
房 
設

ち
ゅ
う
ぼ
う

備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
オ
ケ
他

○
理
容
・
美
容
店
＝
理
容
い
す
、

蒸
し
器
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
他

○
医
院
＝
ベ
ッ
ド
、
手
術
・
検
査

機
器
、
調
剤
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
他

○
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
経
営
＝
受

変
電
設
備
、
外
構
、
植
栽
、
自
転

車
置
場
、
ご
み
置
場
、
駐
車
場
舗

装
ほ
か

○
農
業
＝
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
井

戸
工
事
、
チ
ッ
パ
ー
、
果
樹
棚
、

防
鳥
網
ほ
か　

▽
申
告
期
限　

平
成　

年
１
月　

２４

３１

日（
火
）

■先
 

■問
 

課
税
課
家
屋
係

家
屋
家
屋

償
却
資
産

償
却
資
産

　
　

月　

日
、
市
役
所
に
お
い
て

１１

１８

中
学
生
の
「
税
の
作
文
」
の
表
彰
　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
は
、
健
康
保
険
の
給
付

と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
両
方
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
額

を
、
更
に
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

医
療
費
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

費
の
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で

の
一
年
分
の
自
己
負
担
額
（
保
険

税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）の
合
計
が
、

②
当
事
者
交
流
会
＝
調
理
を
し
な

が
ら
交
流
し
ま
す
（
た
こ
焼
き
作

り
を
予
定
）
。

■費
 

調
理
は
実
費
負
担
あ
り

■申
 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

稲
城
市
障
害
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ
（
塩
野

目
）　

1　

・
９
２
３
４

３７９

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

持
ち
、
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
・

人
々
・
家
族
な
ど
に
対
す
る
感
謝

平平
和和
のの
川川
柳柳

ココ
ンン
クク
ーー
ルル
をを

実実
施施
しし
まま
しし
たた

と
平
和
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
公
立

中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
平
和
の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
応
募
総
数　

点
か
ら
、
入
賞

５３９

作
品　

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１０

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

月
期
分
（
8
月
〜

　

月
期
分
（
8
月
〜

1212

月
分
）
手
当
を

　

月
分
）
手
当
を

1111
振
り
込
み
ま
し
た

振
り
込
み
ま
し
た

心
身
障
害
者

  
心
身
障
害
者福祉

手
当

福
祉
手
当

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う　

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

特
別
編
・

特
別
編
・

新
年
の
集
い

新
年
の
集
い

今
年
の
夢
を
語
り
ま
し
ょ
う

今
年
の
夢
を
語
り
ま
し
ょ
う

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒
　歳末を迎え、火災の発生が普段よ
り多くなることが予想されます。市
民の皆さんに安心して新年を迎えて
いただくため、稲城消防署及び消防団
では歳末消防特別警戒を実施します。
　「消したはず　決めつけないで　
もう一度」を全国火災予防統一標語
として巡回広報し、火災予防を呼び
掛けます。
　皆さんもお出掛け前、おやすみ前
にはもう一度火の元の確認をお願い
します。
■間12月24日（土）～30日（金）
■時午後6時～10時
■問稲城消防署総務課庶務係
　1377－7119



２３・１２・１５（7）　代表電話は378－2111

稲
城
生
き
活
き
商
品
券

使
用
期
限
は

月

日（
土
）で
す
！

１２

３１

７
月　

日
に
発
売
し
た
「
稲
城
生
き
活
き
商
品
券
」
の
使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
未
使
用
の
商
品
券
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
期
日
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

２２

３７７

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

平
成　

年
度
定
期
課
税
分
の

24

自
動
車
税
の
障
害
者
減
免
申
請

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

だ
よ
り 

商  

工  

会 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
取
得
さ
れ
た
方
、
減
免

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
を
対
象

と
し
て
、平
成　

年
５
月
末
ま
で
、

２４

平
成　

年
度
分
の
減
免
申
請
を
受

２４

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
１
日
以
降
に
自
動

車
を
新
規
に
取
得
し
、
当
年
度
の

課
税
が
あ
る
場
合
の
申
請
期
間
は
、

従
来
ど
お
り
登
録
の
日
か
ら
１
カ

月
以
内
で
す
。
申
請
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
当
年
度
の
減
免
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
減
免
額
に
は

上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
服
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は　

人
の
審
査

１１

員
が
事
件
の
審
査
に
当
た
り
ま
す
。

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
審
査
員

に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た

時
に
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ

の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■問
 

立
川
検
察
審
査
会
事
務
局
（
〒

　

・　

立
川
市
緑
町　

の
４
）　

１９０

８５７１

１０

1　

・　

・
０
２
９
２

０４２

８４５

　

市
で
は
平
成　

年
４
月
か
ら
勤

２４

募 
集

看看
護護
師師
嘱嘱
託託
員員

（（
日日
勤勤
のの
みみ
））

ス
タ
ッ
フ
募
集

市市
制制
施施
行行

周周
年年
記記
念念

4400

大大
河河
原原
邦邦
男男
作作
品品
展展

受
講
者
募
集　

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
で
文
字
入
力
の
で
き

１８
る
方

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■日
 
　

月　

日（
水
）

１２

２１

▽
コ
ー
ス
・
時
間　

①
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
で
画
像
加
工
＆
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
・
午
後
２
時
〜
５
時

②
や
る
ぞ
！
ア
ク
セ
ス
２
０
１
０

基
礎
編
・
午
後
５
時　

分
〜
８
時

３０

　

分
３０■場
 

商
工
会
会
議
室

■定
 

各
コ
ー
ス　

人
（
先
着
順
）

１５

■講
 
 
天  
埜 　
 
裕 
氏

あ
ま 

の 

ひ
ろ
し

■費
 

会
員
１
千
円
、
一
般
２
千
円

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
「
稲
城
市
商
工
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

２１

１２

さ
ん

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２４

１１

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

２０

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

平
成　

年
１
月
４
日（
水
）必
着

２４

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
・
解
消
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
食
生
活
」
と
「
運
動
」
な
ど
の

　

お
口
の
に
お
い
は
毎
日
の
歯
磨

き
だ
け
で
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
予
防

で
き
る
の
か
、
ケ
ア
の
方
法
や
最

新
情
報
を
稲
城
歯
科
医
会
の
先
生
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量子物理学の世界で

　

今
年
も　

月
を
も
っ
て
国
民
健

１１

康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
健
診
は
終
了
し
ま
し
た
。

市
健
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
）

や
社
会
保
険
な
ど
の
特
定
健
診
は

毎
年
、
年
度
末
の
３
月　

日
ま
で

３１

続
き
ま
す
。

　

今
回
は
が
ん
検
診
に
つ
い
て
少

し
話
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

稲
城
市
で
は
胃
、
大
腸
、
乳
、
子

宮
、
前
立
腺
の
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
市

て
そ
の
存
在
が
た
ち
現
れ
る
」
と

い
う
お
よ
そ
科
学
ら
し
か
ら
ぬ
認

識
に
あ
り
ま
す
。

　

検
査
を
す
る
ま
で
は
、
が
ん
は

現
れ
て
こ
な
い
。
怖
い
こ
と
に
直

面
し
な
く
て
済
む
、
と
い
う
受
診

者
心
理
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ク
ロ
な
量
子
の
世
界
と
違
っ

て
、
が
ん
は
巨
視
的
現
実
の
中
で

日
々
成
長
し
、
い
つ
か
必
ず
牙
を

む
き
ま
す
。
現
代
医
療
の
レ
ベ
ル

は
さ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
が
ん
自

ら
が
姿
を
現
し
た
時
に
は
医
者
は

し
ば
し
ば
困
難
な
戦
い
を
強
い
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
検
診
で
発
見
さ

れ
る
早
期
の
が
ん
の
治
療
は
、
お

お
か
た
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ
う

に
楽
勝
な
の
で
す
。
そ
の
差
は
同

じ
が
ん
で
も
同
じ
病
名
で 
括 
れ
な

く
く

い
ほ
ど
、と
て
も
大
き
い
の
で
す
。

稲
城
市
医
師
会　
 
中  
島 　
 
一  
生  
美 

な
か 
し
ま 

か
ず 
お 

み

■問 稲城市保健センター
1378－3421

健
診
の
一
つ
で
す
が
、
時
折
「
大

腸
が
ん
検
診
は
結
構
で
す
」
と
辞

退
す
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
と
聞
く
と
「
が
ん
に
な
っ
た

時
は
な
っ
た
時
」
「
が
ん
と
診
断

さ
れ
る
の
が
怖
い
」
な
ど
と
返
っ

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
「
こ
れ
ら

の
受
診
者
は
量
子
論
の
世
界
に
住

ん
で
い
る
よ
う
だ
」
と
私
は
思
っ

た
り
し
ま
す
。

　

量
子
論
は
現
代
物
理
学
の
言
わ

ば
花
形
。
最
新
の
科
学
技
術
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
し
て
も
携
帯
電

話
に
し
て
も
、
こ
の
理
論
の
上
に

発
展
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
誕
生
の

ド
ラ
マ
を
解
明
す
る
に
も
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
そ
の
根
本
は
「
宇
宙
を
構

成
し
て
い
る
粒
子
は
波
の
よ
う
に

広
が
っ
て
い
て
、
宙
ぶ
ら
り
ん
の

世
界
に
い
る
」
「
測
定
し
て
初
め

パソコン講習会

受講料
時間期日

（コース期間）コース
テキスト代

3,000円

午前
9時30分～
12時30分

平成24年
1月10日（火）・11日（水）
2日間　6時間

①パソコン
　活用入門 無料

3,000円1月17日（火）・18日（水）
2日間　6時間

②インターネット・
メール講座 無料

3,000円1月24日（火）・25日（水）
2日間　6時間

③デジカメ
　入門講座 無料

　

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、

し
っ
か
り
筋
肉
を
意
識
し
て
歩
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
理
論
と
実
践

を
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
学
び
、

■問
 

都
税
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー
自
動

車
税
課
調
査
係　

1
０
５
７
０
・

　

・　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を

０６４

１７１

ご
利
用
の
場
合
1　

・
５
９
８
５
・

０３

７
８
１
４
）

▲申込記入例

２歳児歯科健康診査
希望

１．1月11日（水）
２．幼児氏名
　　（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

務
で
き
る
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
職
種
（
業
務
内
容
）　

看
護
師

（
予
防
接
種
業
務
に
精
通
し
て
い

る
方
）

▽
勤
務
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
勤
務
日
数　

週
５
日
（
日
勤
の

み
）

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

▽
報
酬　

月
額　

万
６
２
０
０
円

２０

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

▽
任
用
期
間　

平
成　

年
４
月
１

２４

日
か
ら
１
年
間

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
能

■申
 

申
込
書
・
質
問
票
（
人
事
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

人
事
課
人
事
給
与
係

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
費
用
な
ど　

左
表
の
と
お
り

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

各
コ
ー
ス　

人
１０

■申
 

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス（
複

数
可
）
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
木
）必
着

１２

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。
あ
な
た

も
「
生
活
習
慣
見
直
し
教
室
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か　
!!

■対
 
　

歳
〜　

歳
の
方
で
２
日
間
参

３０

６４

加
で
き
る
方
、
か
つ
医
師
か
ら
運

動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

■日
 

■時
 

■内
 

■場
 

左
表
の
と
お
り

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日（
水
）ま
で
に
電
話
で

１２

２８

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
口
臭

測
定
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２４

２５

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■内
 

講
演
会
、
口
臭
測
定
、
個
別
相

談
な
ど

■講
 

朝
比　

浩
一
郎
氏
（
あ
さ
ひ
歯

科
医
院
院
長
）

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 
　

歳
〜　

歳
の
方
で
、
３
日
間

２０

６４

参
加
で
き
る
方

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
月
）、　

２４

１６

３０

日（
月
）、
２
月
６
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

総
合
体
育
館

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

３０
■講
 

倉
方　

て
る
美
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）

■申
 
　

月　

日（
水
）ま
で
に
電
話
で

１２

２８

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
日
、

受
講
案
内
書
を
郵
送
し
ま
す
。

歯
科
講
演
会

歯
科
講
演
会

お
口
の
さ
わ
や
か

お
口
の
さ
わ
や
か

エ
チ
ケ
ッ
ト

エ
チ
ケ
ッ
ト

あ
な
た
の
お
口
の

　

あ
な
た
の
お
口
の

に
お
い
大
丈
夫
？

に
お
い
大
丈
夫
？

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中

お
な
か
ま
わ
り
、

 

お
な
か
ま
わ
り
、

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

生
活
習
慣

 
生
活
習
慣

見
直
し
教
室
②

見
直
し
教
室
②

生活習慣見直し教室②日程
会場内容時間日程

保健
センター

メタボ・生活習
慣病の話、食生
活、栄養の話、
ヘルシー御膳の
試食付き

午前10時
～午後2時

［1日目］
平成24年
1月13日
（金）

総合
体育館

健康運動指導士
による生活習慣
病予防のための
講義、ウォーキ
ング・筋トレな
どの実技

午後
1時30分
～3時30分

［2日目］
1月20日
（金）

２
歳
児

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

　

平
成　

年
１
月　

日（
土
）か
ら

２４

２１

稲
城
市
立
ｉ
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
を

予
定
し
て
い
る
大
河
原
邦
男
作
品

展
の
受
付
員
・
会
場
案
内
員
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件　

失
業
の
状
況
に
あ

る
方
（
学
生
を
除
く
）

▽
勤
務
場
所　

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
勤
務
時
間　

午
前　

時
〜
午
後

１０

７
時
（
シ
フ
ト
制
）

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

▽
時
給　

受
付
員
＝
１
２
０
０
円
、

会
場
案
内
員
＝
１
千
円

▽
任
用
期
間　

平
成　

年
１
月　

２４

２０

日（
金
）〜
２
月　

日（
日
）

２６

※
シ
フ
ト
制

■先
 

■申
 
（
株
）ア
ド
シ
ス
テ
ム
（
大
河

原
邦
男
作
品
展
担
当
）　

1　

・
０３

３
５
４
２
・
２
３
９
３

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

は
じ
め
よ
う
！

は
じ
め
よ
う
！

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室



２３・１２・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５２

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
月
）

２４

３０

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

４０

■内
 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.

HP

e

‐tetsu
zu
k
i９９
.com

/to
k
y
o/

、
携
帯

電
話
か
ら
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
木
）必
着

１２

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の　

日
前
ま

１０

で
に
通
知
し
ま
す
。

※
次
回
の
胃
が
ん
検
診
は
、
２
月

　

日（
土
）保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

１８ま
す
。

胃がん検診希望
１．1月30日（月）・
 　第二文化センター
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付日は各相
談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※12月17日（土）の消費者相談は、電話（1378－3738）相談のみとなります。
※12月24日（土）に予定していた女性の悩み相談は、12月17日（土）に変更して実施します。
※1月4日（水）の女性の悩み相談は、地域振興プラザ休館日のため1月11日（水）に実施します。
※1月4日（水）の住宅リフォーム相談は、12月22日（木）まで予約を受け付けます。

1歳児歯科健康診査（平成22年11月生まれ） 保健センター
3歳児健康診査（平成20年11月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（予約終了） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木１２ ／１５

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金１６

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係土１７

＋休日急病診療所　やのくち小児科アレルギー科（矢野口）9時～5時 � 1370－7707
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）9時～5時 ������ 1370－2182日○１8 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月１９

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年8月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
くらしの書類作成相談（遺言書作成など）
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火２０

女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水２１

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木２２

＋休日急病診療所　桜井医院（押立）9時～5時 ������� 1378－3224金○２３ 
休日窓口　8時30分～正午、１時～５時
 ������� 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 1時～4時（22日までに予約） 福祉センター

土２４

＋休日急病診療所　高クリニック（平尾）9時～5時 ����� 1331－8201日○２５ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月２６

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火２７

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水２８

＋休日急病診療所　もりこどもクリニック（若葉台）9時～5時  1350－6977木○２９ 
＋休日急病診療所　矢野口クリニック（矢野口）9時～5時 ����� 1379－0939
＋休日薬局　　　　オーベル薬局矢野口店（矢野口）9時～5時  1379－0925金○３０ 
＋休日急病診療所　立花こどもクリニック（東長沼）9時～5時  1378－7277
＋休日薬局　　　　丘の上薬局（東長沼）9時～5時 ����� 1378－3388土○３１ 
＋休日急病診療所　平尾内科クリニック（平尾）9時～5時 �� 1331－8221
＋休日薬局　　　　ひまわり薬局（平尾）9時～5時 ����� 1331－3300日1/○1 
＋休日急病診療所　こせき内科クリニック（矢野口）9時～5時  1377－0035
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）9時～5時 ������ 1370－2182月○2 
＋休日急病診療所　かじわら内科泌尿器科クリニック（矢野口）9時～5時  1370－8770
＋休日薬局　　　　市役所通り薬局（矢野口）9時～5時 ��� 1377－9599火○3 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水4

■場
 

①
市
立
病
院
（
平
日
）　

②
増

田
産
婦
人
科
（
平
日
・
土
曜
日
）

■内
 

細
胞
検
査

■費
 

２
２
５
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７５０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

■間
 

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.

HP

e

‐tetsu
zu
k
i９９
.com

/to
k
y
o/

、
携
帯
電
話
か
ら
は
上
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
毎
月　

日
締
切
で
翌
月
５
日
ま

２２

で
に
受
診
票
と
受
診
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
各
医
療

機
関
へ
直
接
申
し
込
み
を
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
限
は

平
成　

年
２
月　

日
で
す
。な
お
、

２４

２２

１
日
の
予
約
枠
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
受
診
で
き
な
い
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方　

④　

歳
以
上　

歳
未

２０

３０

満
の
方
（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）

■対
 

①
接
種
日
現
在
、　

歳
以
上
の

６５

方　

②
接
種
日
現
在
、　

歳
以
上

６０

　

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓

６５

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
）
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
、
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

■間
 

平
成　

年
１
月　

日（
火
）ま
で

２４

３１

■費
 

２
２
０
０
円

※　

歳
以
上
で
生
活
保
護
受
給
の

６５

方
及
び
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
方

は
無
料

※
接
種
は
一
人
１
回

※
健
康
保
険
証
な
ど
の
住
所
、
年

齢
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■申
 

直
接
、
指
定
医
療
機
関（
左
表
）

に
予
約
し
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

平成23年度インフルエンザ予防接種指定医療機関

電話住所指定医療機関名
377－6433矢野口277－2谷平医院

379－0939矢野口380－2－101矢野口クリニック

377－5278矢野口640石坂医院

377－4116矢野口724－7Ｎビル2階稲城やまざき整形外科

377－0035矢野口730－1
ＫＫインテリジェントマンション1階こせき内科クリニック

370－8770矢野口1541アーバンシャトル1階かじわら内科泌尿器科クリニック

313－9272東長沼450－30菜の花クリニック

377－6027東長沼799松本医院

379－4851東長沼1726－16東長沼クリニック

370－7611東長沼3106－1ベェルヴェル稲城1階稲城腎・内科クリニック

379－4870東長沼3107－1ピアタウン21・2階あべ内科クリニック

377－6128大丸118稲城診療所

予約時間帯
【午後1時30分～3時】
377－0931

大丸1171稲城市立病院　健診科

401－3733大丸3051－1いしがき医院

378－3333百村103－1菊池医院

370－7363百村1624－1－102栄耳鼻咽喉科クリニック

331－8570平尾1－50－20オービル1階簡野クリニック

331－8201平尾1－54－20高クリニック

331－8221平尾3－7－26平尾内科クリニック

378－3224押立1254－1桜井医院

377－3087向陽台5－4－2竹田耳鼻咽喉科気管食道科医院

378－6677向陽台5－5－3向陽台クリニック

350－7171長峰2－2－2長峰クリニック

350－2087若葉台2－4－3－302若葉台耳鼻咽喉科

350－6075若葉台2－4－4駅前ＫＭビル2階若葉台クリニック

350－5355若葉台2－4－4駅前ＫＭビル2階なかざわ整形外科

■対
 

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
子
ど
も

の
家
族
や
関
係
者

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２４

２０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

南
多
摩
保
健
所
講
堂

■定
 
　

人
程
度

３０
■内
 

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
兄
弟
姉

妹
を
持
っ
た
子
ど
も
へ
の
支
援
に

つ
い
て　

■講
 
 
北  
村 　
 
弥
生 
氏
（
国
立
障
害
者

き
た 
む
ら 

や
よ
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

研
究
所
）

■申
 

平
成　

年
１
月　

日（
月
）ま
で

２４

１６

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
対
策
課 

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

母
子
講
演
会

母
子
講
演
会

障
が
い
や
病
気
の

 
障
が
い
や
病
気
の

子
ど
も
の
家
族
へ

　

子
ど
も
の
家
族
へ

伝
え
た
い
こ
と

伝
え
た
い
こ
と

親
が
で
き
る
、

 

親
が
で
き
る
、

き
ょ
う
だ
い
へ
の

き
ょ
う
だ
い
へ
の　

接
し
方

接
し
方

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

○○がん検診希望

１．住所
２．氏名（フリガナ）
３．生年月日（年齢）
４．電話番号
５．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

乳
が
ん
・

乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

乳乳
がが
んん
検検
診診

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４７

れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平
成　

年
２２

度
未
受
診
の
方

■場
 

市
立
病
院
（
平
日
）

■内
 

視
触
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
検
査

■費
 

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子子
宮宮
がが
んん
検検
診診

■対
 

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平
成　

年
２２

度
未
受
診
の
方

高
齢
者
な
ど
の

高
齢
者
な
ど
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

予
防
接
種


